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要旨

認定社会福祉士制度が出来て以降、社会福祉士の中でもスーパービジョンが実施されるようになってきている。筆者は社会福祉士養成校の教員として、認定社会福祉士に繋がるスーパービジョンのスーパーバイザーを平成28年から行っている。平成30年12月末現在で、静岡県・山梨県で10名のスーパービジョンを行っている。筆者がこれまで個別スーパービジョンを行ってきた中で管理的機能を扱いことが圧倒的に多く、スーパーバイジーが個別ケースだけではなく、組織の課題に直面している状況が見えてきた。スーパービジョンの状況から見えてきた社会福祉士の課題について検証していく。
１ 目的

2011年に認定社会福祉士制度が出来て以降、社会福祉士の中でもスーパービジョンが実施されるようになってきている。筆者は社会福祉士養成校の教員として、認定社会福祉士に繋がるスーパービジョンのスーパーバイザーを平成28年から行っている。平成30年12月末現在で、静岡県・山梨県内の10名の社会福祉士に対してスーパービジョンを実施している。
本発表では、スーパービジョンを行う中で見えてきた社会福祉士の課題を検証することを目的とする。
２ 研究方法
　平成28年5月から平成30年12月末まで合計67回のスーパービジョン後に記録するスーパービジョン機能表から管理的機能、支持的機能、教育的機能を分類し、回数を比較した。また、スーパービジョンで扱った項目上位5位を明らかにし、社会福祉士の課題について分析を行った。
倫理的配慮として、10名のスーパーバイジーに対して研究の趣旨を口頭にて説明し、同意を得た。また個人が特定されないように匿名化する等の配慮を行った。
３ 研究結果
①スーパーバイジーの特徴
　10名全員が経験年数15年以上

　役職有り　6名　役職無し　4名
②スーパービジョン機能表から管理的機能・支持的機能、教育的機能に分類した結果
管理的機能　 165回　52.9％

教育的機能　　42回　13.5％

支持的機能　 105回　33.7％
③スーパービジョンで重点的に行ったスーパービジョン項目（上位5位）
1　業務連絡調整（職場内・外）の運営
　（管理的機能）　40回
2　業務と職場環境の課題

　（支持的機能）　40回
3　業務内容の点検と整備　

　（管理的機能）　39回

4　管理業務の分掌と遂行

　（管理的機能）　34回

5　職業的アイデンティティの確立

　（支持的機能）　30回
４ 考察
　スーパーバイジーは経験年数15年以上で職場において役職に就いている人が6割という状況であり、個々人の課題も個別ケースだけに留まらず、組織の課題に直面しスーパービジョンを求めていることが多い。その結果としてスーパービジョンの3つの機能の中で「管理的機能」が一番多くなっていると考えられる。スーパービジョンで重点的に扱った項目を見ても、組織の中で業務を見直していこうとする内容が上位になっていることが分かる。
　しかし、組織外でスーパービジョンを行う場合、管理的機能の取扱いには限界がある。限界を踏まえつつ、それでもスーパーバイジーがスーパービジョンの中で組織の課題を扱ってほしいというニーズが高くなっていると言える。
もう一つの課題として、認定社会福祉士を目指す人のスーパービジョンは、経験年数3年以下の者がスーパーバイジーになれない仕組みになっている。経験年数が少ない社会福祉士に対しても、職場内外でスーパービジョンを受けることができる体制をどのように構築していくかが、今後の課題の一つと言えるだろう。[image: image1.png]



